
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

大区画圃場整備の進展、直播栽培の導入等により、きめこまかな用排水管理が必要となっている。このため、差分法等
を用いて、大区画圃場の用排水特性について体系的な解析を行う。 

[成果の内容] 

１．標準的な均平度の範囲内（標準偏差18mm～25mm）においては、均平度が異なっても用水到達時間はほとんど変わら
ない(図1)。 

２．均平状態および面積当たり給水強度が同一であれば、長辺長300mまでの範囲においては、区画形状が異なっても、
用水到達時間はほとんど変わらない(図2)。 

３．圃場の土質条件（作土飽和必要量、透水係数）の違いにより、用水到達時間は大きく変化する(図3)。 

[留意事項] 

１．乱数発生により得た標高情報のうち、指定した標準偏差±0.5mmの範囲内にある標高情報500例を用い、田面凹凸を
考慮した差分解析を行って得た結果である。 

２．本解析では、畦畔浸透の影響を考慮していないため、畦畔浸透の影響については、別途検討を要する。 

[普及対象地域] 

県下全域 

[行政上の措置] 

[普及状況] 

[成果の概要]  

部門 その他 対象 行政 

課題名：大区画圃場における用水拡散特性 

[要約]標準的な均平度の範囲内においては、均平度が異なっても用水到達時間はほとんど変わらな
い。面積当たり給水強度が同一で、かつ水みちが同一であれば、長辺長300mまでの範囲においては、
区画形状が異なっても、用水到達時間はほとんど変わらない。用水到達時間は、圃場の土質条件の影
響により、大きく変化する。 
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